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の資源評価の資源評価

年齢と成長、成熟年齢 成長、成熟
雄は2歳、雌は3歳で成熟し、寿命は10年と推定され
ている。ている。
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長期資源量指標の推移長期資源量指標 推移
資源量は1990年代に急激に減少し、その後低位で推移
していると推定される。していると推定される。

下関唐戸魚市場（株）の取扱量の推移

高位

中位

低位低位

（暦年）

漁獲量の推移漁獲量 推移
2010年漁期は250トン。

（漁期年：4〜3月）
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年齢別漁獲尾数の推移年齢別漁獲 数 推移
0歳と1歳が漁獲尾数の約8割を占める。

資源量推定法資源量推定法

●コホート解析（Popeの近似式）●コホ ト解析（Popeの近似式）

●3歳と4歳+のFが等しいと仮定●3歳と4歳 のFが等しいと仮定

●2010年の0~3歳のFは過去5年の平均値●2010年の0 3歳のFは過去5年の平均値

●M=0.25と仮定●M 0.25と仮定

●0歳は9月加入とし、Mに7/12を乗じた●0歳は9月加入とし、Mに7/12を乗じた
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資源量の推移資源量 推移
資源動向は減少で、2010年の資源量は973トンと推定
された。された。

再生産関係産関係
明瞭な再生産関係は認められない。
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SSBとRPSの推移推移
RPSが減少傾向であることが資源の減少要因の一つ
と考えられる。考えられる。

Fと%SPRおよびYPRの関係関係
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YPRの等量線図の等量線図
現状の漁獲は成長乱獲。

人工種苗の混入率の推移人 種苗 混入率 推移

標識による再捕調査が実施されている有明海、瀬戸標識による再捕調査が実施されている有明海、瀬戸
内海西部において算出。
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添加効率の推移添加効率の推移
有明海、瀬戸内海西部の添加効率を適地放流された
全ての人工種苗に適応させた全ての人工種苗に適応させた。

成育場周辺以外への放流魚の添加はないと仮定。

2016年の資源量の等量線図年 資源量 等量線図
種苗放流を継続しなければ資源は減少する。
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2012年ABC年

ABC算定のための基本規則1-3)-(3)

●RPSは2006 2010年の平均値が継続●RPSは2006〜2010年の平均値が継続

●平均有効放流尾数の（112万尾）が継続●平均有効放流尾数の（112万尾）が継続

ABC管理以外の管理方策の提言管理以外の管理方策の提言

●放流場所を成育場へ限定させる。
近年のRPSが低い水準・近年のRPSが低い水準

・人工種苗の放流を継続しなければ資源量が更に減少
すると考えられるすると考えられる

●0歳の保護もしくは再放流を実施する●0歳の保護もしくは再放流を実施する。

●人工種苗の放流が天然集団に与える遺伝的な影響に●人工種苗の放流が天然集団に与える遺伝的な影響に
関する知見の収集、遺伝的多様性および集団構造に配
慮した種苗放流を行うことも重要。慮した種苗放流を行うことも重要。
・高い放流効果を考慮
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Fと種苗放流の各種条件での資源量
の将来予測
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